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まえがき

株式会社 三蕗コンサルタンツは､社団法人 海外農業開発コンサルタンツ協会

の補助を得て､平成11年4月25日から5月18日まで24日間にわたって､ケニア

共和国､マラウイ共和国およびエジプト･アラブ共和国の3ケ国における農業･農

村開発のためのプロジェクトファインデイング調査を実施した｡

ケニア共和国は､農業セクターが観光に次そ基幹産業として重要な位置を占めて

いるものの､ 1990年代以降､主力農産物の一つであるコーヒーの国際価格低迷等に

よりその成長が鈍化している. ｢第8次国家開発計画(1997-2001)｣では､計画5

ケ年の年商平均GDP成長率を全セクター平均で5.9%に設定し､産業･農村開発部

門においては食糧自給達成のみならず､農業生産の多様化､食品加工業の振興､工

業原料の供給体制強化を含め､幅広く国家経済に貢献させることを目標としている｡

マラウイ国は､労働人口の約8割､ GDPの約4割を農業セクターが占める農業国

である｡しかしながら､その国土の大半をマラウイ湖が占めており､耕地面積は国

土面積の約20%8こ過ぎず､また､過放牧､薪炭材の過伐等を起因とした土壌浸食の

進行により生産性の低下が問題化している｡マラウイ国政府は､ 1994年に策定した

｢農業･畜産セクターに係る開発戦略および実施計画｣において農業生産性の向上

に向けた施策を立案すると同時に､持続可能な農業生産の確立を目的とする水･土

壌環境保全対策を他ドナーの援助協力の下実施している｡

エジプト･アラブ共和国は､居住可能･可耕地域が国土面積の僅か4%を占めるに

過ぎず､農業生産をナイルデルタおよびナイル渓谷の極限られた沖積地に全面的に

依存している｡しかし､既存耕地の塩害進行､水資源開発の限界等によって農業生

産性の低下が問題となっている｡エジプト国政府は｢第4次社会経済5ケ年計画｣

において､農業セクターの水平拡大(=農地開発)に重点を置くと共に､節水作物の

導入､輸入抑制作物の奨励等､垂直拡大(=農業生産性の向上)によって年率4.2%

の成長の達成を目指している｡

このような状況の下､ケニア共和国､マラウイ共和国およびエジプト･アラブ共

和国は農業･農村開発の実現に向け日本の技術･経済協力に対して大きな期待を寄

せている｡将来､本調査案件の事業計画が日本政府の協力案件として採択され､我

が国と当該国の技術･経済協力として推進されることを期待致します0

平成11年5月

株式会社 三砧コンサルタンツ

取締役社長 久 野格彦
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国名:エジプトアラブ共和国 案件名:下エジプト地域農民組織育成型農産物流通改善計画
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t

計画対象地区‥BEHERA県
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ケニア共和国
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1
,国家潅淑庁潅灘システム農民参加型管理計画

国名

案件名

調査地区名

:ケニア共和国

:国家濯概庁濯概システム農民参加型管理計画

ne study on Participatory Irrigation Managem3nt Program for the hTigation

Systemunder National brigation Board

:ムウェア､ぺケラ､アヘロ､ウエスト･カノおよびプニヤラ潅概地区

1.1調査の背景

(1)一般概況

ケニア共和国(以下､ケニア国)は､日本の約1.5倍の国土面積(580,367k㌦)を有し､人

口3,181万人､人口密度55人nQn2 (1996年)の東アフ1)カを代表する大国である｡東部に拡

がる一部の平野を除き内陸部の大半は高原が占め､その高原地帯には南北方向に大地溝帯

(Greatu丑Ⅵ11ey)が走っているo

人口の約1βは土地の肥沃な高原地帯に居住し､Kikuyu族､ Luhya族､ Luo族､ Kamba族､

Kalenjin族の上位5民族で総人口の約70%を占めている｡部族抗争はケニア西部に集中してお

り､ Kalenjin族､ Masai族とKikuyu族間の抗争が一部に見られるoその他､アジア系､ヨーロ

ッパ系､アラブ系もそれぞれ僅かながら生活しているo

宗教はキリスト教が主体であり､プロテスタント系約40%､カトリック系約30%､その他

部族固有の宗教が約25%を占める｡

1985年以降､経済成長および物価水準とも比較的順調に推移してきたが､ 1990年代に入る

と湾岸危機による石油価格上昇や観光不振､コーヒーの国際価格の低迷等による輸出収入の減

少の他､人権抑圧への懸念や経済改革の停滞等に対する援助国側の一部援助の見合わせ等によ

り､経済は極めて深刻な状況に陥った｡その後､ケニア国は農業､工業および金融の各セクタ

ーにおいてIMF ･世銀主導による構造調整に取り組み､その努力が援助各国に評価され､
1993

年11月にさらなる改革実施を条件に支援再開が合意された.しかしながら､ 1997年､ MPと

世銀は改革が不十分と判断し､それぞれ3,700万ドル､ 7,160万ドルの融資凍結を決定した｡

(2)農業セクター概況

ケニア国における農業セクターはGDPの25% (1993-1997年)を占め､約7割の人口の

生計手段となっており､観光に次そ基幹産業の一つとなっている.下表に示すメイズ､雑穀(ソ

ルゴー､ミレツト)､バレイシヨ､豆類等､主要食用作物の生産は堅調であり､食料自給はほ

ぼ達成されている｡また､コーヒー､紅茶や花井､インゲンマメを主体とする園芸作物が輸出

i151



用農産物として生産されており､外貨獲得の約50%を占める貴重な国家収入源となっているo

表1主要食用作物の生産量および農業セクターのGDP

項目 1993β4 1994β5 1995/96 1996P7 1997β8 備考

メイズ 18.87 29.12 2633 22.80 20,60 単位:百万袋

豆類 1.25 2.82 2.42 1.96 1.60

バレイシヨ 1.99 2.51 2.90 2.40 2.10

ソルゴー 0.86 1.α; 0.84 0ー84 0.73

ミレツト 0.39 0.47 0.44 0.40 0.36

農業セクターGDP 1,088 1,119 1,173 1,225 1,240 単位:百万Eshs(1982C.P.)

出典; Ec孤0mic Survey 1998, Gntral Bureau of Statisti(3

しかしながら､ 1993-2000年の人口増加率は2.5%と予測されており､食料自給の達成を脅

かしかねない高い水準となっている｡増加する人口を扶養し､また､ケニア農業を支える大多

数の小規模農家の生活･所得水準の改善に向け､農業生産性の向上を図ることが求められてい

る｡農業セクターの成長に必要となる改善すべき課題として以下の点が挙げられる｡

一 天水農業への高い依存度

一
既存濯漉地区の施設老朽化､国家主導の施設維持管理体制

一
俵い農民組織化率

一 生産資材供給体制､農村金融制度の不備

一 低調な農業セクターに対する投資

(3)濯親政策の現状

ケニア統計局が採用している生産力地帯区分によると､ "低位生産力地帯''に区分される半

乾燥地域(AddandSemi-AridLands, ASAL)が国土の約80%を占めている.これらの地域は年

間降水量が500-800mm程度と少く､土壌肥沃度の低い農業生産力の劣る土地であることに

加え､周期的に発生する干ばつがその農業生産に多大な打撃を与えている｡このため､安定し

た農業生産の確立に濯概開発は不可欠なものとなっている｡

ケニア国政府は国家濯漉庁(National Irrigation Board､以下NIB)を実施機関として､ 1960

-1970年代にかけて大規模濯概開発に着手し､約8,000baの農地における濯概施設整備を実施

した｡この結果､輸出農産物(水稲)による外貨獲得､農民の雇用創出等を達成し､国家経済

へ大きな貢献を果たしたものと評価できる｡
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しかし､施設建設後30-40年が経過し､施設の老朽化に伴う濯漉効率の低下に加え､中央

主導の維持管理体制､職員増加に伴う人件費増加がNIBの大きな負担となっている.また､ ND

との不利な栽培契約条件に不満を持つ農民による暴動も発生しており､従来の国家主導型の濯

親政策を見直す時期に差し掛かっている｡

(4)開発戦略の方向性 一国家主導から農民主導へ(Phrticipatory
Irrigation Management)

政府主導による大規模濯親閲発の限界に対する認識から､世界各国において濯親政策に対す

る考え方が大きく変化しつつある｡国家丸抱えの潅親閲発､施設の維持管理から脱却し､受益

農民(農民組織)に一部の潅概施設の所有権､維持管理責任を委譲する(Irrigation Management

Transfer,以下MT)考え方が世界の濯概政策の主流となりつつある｡既にメキシコ､パキス

タン､トルコ､フィリピン等において農民参加型管理(participatory Irrigation Managelnent,咲

下pM)システムが導入されおり､この濯概システムの転換によって国家の財政負担が軽減

されただけでなく､農民の生産意欲を高め､生産量の増加をもたらす結果となっている｡

また､ 1993年以降､ IM下による再度の構造調整政策によって､ケニア国政府は経済の自由

化､公社･公団･公営企業の改革､財政赤字削減､金融引き締め等に本腰を入れて取り組んで

いる｡ 1,024名の職員を抱え､ 8,000haに及ぶ濯概地区の維持管理を担っているNiBも例外で

はなく､人員整理等の組織･機構改革が求められている｡

こうした諸事情を踏まえ､ NIBは変革の緊急性を認識しており､濯親政策の変更に関わる

sessional Paperを既に作成し政府承認を待っている状況にあるo

1.2 調査地域の概況

NIBが過去に実施した濯概開発6地区のうち､タナ河の河道変更により既存施設からの取水

が不可能になったホラ(Hola)濯概地区では､現在､農業生産は行われていない｡従って､本

調査では下表に示す5地区(ムウェア､ぺケラ､アへロ､ウエスト･カノおよびプニヤラ濯概

地区､濯概面積: 8,117ha)が調査対象地域となる.

調査対象地域の主要栽培作物は水稲であり､ 1994/1995の総生産量は29,528百万トン､ 5地

区の総租生産額の93%を占めている｡その他､タマネギ､チリ､綿花､スイカ､パパイヤ等

が栽培されており､ムェアおよびぺケラ濯概地区では農家の自家消費用としてメイズが生産さ

れている｡

農家はNIBと栽培契約を結んでおり､必要となる生産資材(耕起･整地､種子､肥料､農

薬等)はNIBが供給し､その代金支払いは収穫時にNIBが生産物を買い上げる際に精算する

システムとなっている｡
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表2 調査対象地域の概要

港蔽地区名 摩耗面積(ha) 契約農家戸数 NⅢ職員数

ムエアuwea) 5,878 3,242 349

ペケラ(肋) 265 394 97

ア-ロ(Aぬ○) 860 519 l35

ウエストカノ(WbstEho) 900 553 97

プニヤラ(Bunyala) 214 132 43

合計 8,117 4,840 72l(給職員数l,015)

出典; N血onalⅠ出g血on BoardAmualR叫& AccoⅧts 1994/1995

1.3 調査概要

(1)調査の目的

本調査の目的は以下のとおりである

1) IMTの実施にあたって必要となる制度･法令整備､農民組織強化を含むマスター･プ

ラン(Mn)の策定

2) M利こおいて選定された優先事業のフィージビリテイ･スタディ(F/S)の実施

3)カウンターパート技術者に対する調査手法､計画立案の手順､考え方に係る技術移転

および指導

また､本計画における上位目標(短期および中･長期)は以下のとおりである｡

1)短期目標

- NIBから農民-の管理責任委譲によるPIMシステムの確立

一 農民による適切な維持管理による農業生産性の向上

一 国家財政負担の軽減

一
農民の社会的能力の向上による持続可能な開発の確立

2)中･長期目標

一 地域開発推進による均衡のとれた国家開発の達成

一 食料保障の確立

一 国家経済成長-の寄与

1-4



(2)調査内容

NIB濯漉地区におけるPIMシステム確立に係るマスター･プラン(Mu)作成に必要となる

調査を以下の2フェーズに分けて実施する｡

1)フェーズⅠ :マスター･プラン(M伊)調査

一 関連資料･情報の収集(国家経済､国家開発計画､農業政策､関連法規､関連開発

計画､実施機関の責任体制および予算状況､農業生産環境､農産物市場動向等)

- 参加型農村社会調査(RRA､ PRA)の実施

- 収集資料･情報の分析､開発のポテンシャルおよび阻害要因の検討

一 農民参加型管理計画(PIM)に係るM伊の策定

一 優先プロジェクトの選定

2)フェーズⅠ :フィージビリテイ･スタディ(F/S)

一 迫加資料･情報収集および現地調査の実施

一 優先事業計画の策定

一 潅概施設改修に係る概略設計および概算事業費の積算

一 事業評価(経済面､財務面､技術面､制度面､社会･文化面､環境面からの検討)

-

ワークショップの開催(NⅢ‡および関係機関職員､農民を対象)

上記に示した目標達成に向けて具体的に必要七なる事業内容は以下のとおりである｡

一 濯概システムを委譲する農民組織強化

-

ⅣMに必要となる法制整備

一
水利学的検討に基づく水利権設定

一 施設･計器整備による水管理改善

一
潅概施設の改修

一 管理道路･関連基盤施設の整備･改修

一 市場･流通および収穫後処理施設の整備

一
市場情報システムの整備

一
農村金融制度へのアクセス整備

-
~環境配慮

(3)実施機関

国家濯概庁(National Irrigation Board, NIB)

1-5



1.4 掩台所見

ケニア国においてmを推進する意義は,濯淑施設の維持管理に係る経費節減だけでなく､

農民の農業生産に対するモチベーションを高める点からも重要な意味を持うている.ムェア港

漉地区においてNIBとの契約条件に不満を持つ農民の暴動が発生している状況からも､ MB

が農家をコントロールすることに対する限界が表面化しており､早急に療救システムの見直

し･改善を図る必要がある｡

なお､メキシコ､トルコ等他国におけるIMTの成功は､当該国の営農システムが比較的規

模の大きい商業経営が主体であり､政府の介入無しに安定した農業経営を行える環境下にある

ことが要因であるとの指摘がある｡したがって､小規模農家による農業生産が主体のケニア国

におけるPIMの有効性に関して検証する必要がある.また､ PIMの導入に伴いMB自身が大

きな代償(予算および人員削減等)を払わなくてはならない現実に対し､ NIB内部でどの程度

のコンセンサスが得られているのかについても確認する必要がある｡

本調査はケニア国の開発政策およぴrMFによる構造調整政策に沿ったものであり､事業の

必要性､緊急性は高いと判断される一方で､我が国の技術協力案件としての採択に向けて明確

にすべき事項も多いため､引き続きフォローアップ調査を実施し､案件精度を高めていく必要

がある｡
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2.マラウイ湖沿岸地域流域管理型小規模潅激闘発計画

国名

案件名

調査地区名

:マラウイ共和国

:マラウイ湖沿岸地域流域管理型小規模濯親閲発計画

1血e Study on lntegr.ated Watershed ManageI放nt and Small Irrigation

Development Program in MalawiLake-shore

:サリマ農業開発管区(ADD)

2.1調査の背景

(1)一般概況

マラウイ共和国(以下､マラウイ国)は､大地溝帯(GrealLi免Ⅵlley)の南縁に位置する内

陸国である｡国土はアフリカ大陸で3番目に大きいマラウイ(ニアサ)湖に沿って南北に細長

く伸び､北部･中部地域の山間傾斜地と南部地域のシレ川流域の低平地に大きく区分される｡

1964年に英国から独立して以来､初代バンダ大統領が長らく政権の座につき､ ⊥党独裁体

制のもと多くの反対派を厳しく弾圧してきた.このような民主化の遅れや人権抑圧的な政策に

対し､ 1992年5月､我が国を含むドナー各国は一斉に新規援助の停止を決定した.こうした

中､ 1993年6月に実施した国民投票により複数政党制導入が決定され､ 1994年5月には複数

政党制による独立後初めての大統領選挙および議会選挙が実施された｡その結果､統一民主戦

線(UDF)のムルジ党首が勝利し､政権交代は平和的に行われ､民主化に向けた第一歩を踏

み出した｡

他のアフリカ諸国と同様に､マラウイ国の国家財政は国際援助に大きく依存した構造を有

しており､ 1981年以降､ IMF ･世銀支援による構造調整計画を受け入れ､国営企業の民営化

等の施策を積極的に推進している｡この結果､近年経済状況が好転しつつあり､干ばつのため

マイナス成長を記録した1994年を除き､ 1995年以降の経済成長率は7.0-10.0%台の安定した

水準を維持している｡また､消費者物価上昇率も1996年以降､ 1桁台に低下している｡

(2)農業セクター概況

マラウイ国経済は農業にその基盤を置いており､ GDPの約40%､労働人口の約80%､輸出

総額の約90%を農業セクターが占めているo しかし､耕地面積は国土の約20%､農業従事者1

人当たりの耕地面積はo.4baに過ぎず､大多数の小規模農家はこの僅かな農地で自給用のメイ

ズ､雑穀(ソルゴー､アワ等)を栽培している｡現在､食料自給をほぼ達成した状況にあるも

のの､栽培に適さない傾斜地での農業生産､また､薪炭材の過伐を原因とする流域環境の劣化

が進行しており､生産性の低下が問題となっている｡
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一方､南部地域のシレ川流域一体に拡がる低平地においてはタバコ､紅茶､砂糖等､輸出農

産物のプランテーション栽培が主体であり､貴重な外貨獲得源となっている｡しかし､近年こ

れら輸出用農産物の国際価格が低迷しており､国家経済に及ぼす影響が懸念されている｡

(3)農業政策の方向性

農業畜産開発省は1994年に｢農業･畜産セクターに係る開発戦略および実施計画｣を策定

し､農村部における貧困軽減を目的とし､作目別開発戦略､農業･畜産の多様化と輸出振興､

適性技術の開発･移転､農村基盤整備事業､政策･法令化の枠組み､セクター別投資計画､南

部アフリカ開発共同体(SADC)における協力等について取りまとめている｡なお､この開発

戦略では政府の役割を､ ''Main Actor"ではな( "Facilitator''と位置付けており､参加型手法を採

用することをKeyConceptとしているo

農業以外の目立った産業を有していない狭小国家マラウイ国にとって､農業セクターの発展

は国家の存亡を左右する最重要課題であると言える｡特に､流域環境の劣化は農業生産の低下

に直結する問題であり､食料の安定生産に基づく農民の所得向上､生活改善を達成するには､

涜域資源(森林､土壌､水)管理計画を原則とした農業開発の推進が不可欠なものとなってい

る｡

2.2 調査地域の概況

全国に8地区設定されている農業開発管区(Agricultural Development Division, ADD)の一つ､

サリマADDはマラウイ湖南岸に位置している｡サリマADDを含むマラウイ湖沿岸地域は､

湖に注(o数多くの中小河川によって形成された沖積平野が拡がっており､シレ川流域と並ぶ数

少ない耕作適地となっている｡メイズ､ソルゴー､キャッサバ等の食用作物､また､輸出農産

物の一つである綿花の他､ドゥアンガ(Dwangwa)およびプア(Bud)川流域一帯では､中国

等の援助により建設された小規模潅概施設によって水稲が栽培されている｡米は国際価格の低

迷する紅茶､タバコに替わる有望な商品作物の一つでありものの､既存潅概地区では施設の老

朽化､不適切な運営･維持管理によりその生産性は停滞している状況にある｡

なお､サリマADDはマラウイ国における物流の拠点となっている｡中部地域で生産された

農産物は貯蔵施設の整備されているサリマに､また､北部地域からは船舶によってサリマの南

約20kmに位置するチポカ(cbipoka)港に集荷され､それぞれを基点として鉄道あるいはト

ラックによって南部地域へ輸送されている｡
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23 調査概要

(1)魂査の日時

マラウイ湖南岸に位置するサリマ農業開発管区(ADD)を調査対象地域とし､流域資源管

理を原則とする小規模潅親閲発計画(マスタープラン)の策定､これに基づき選定した優先事

業に係るフィージビリテイ･スタディを実施する｡

(2)調査内容

第1年次のマスタープラン調査では､既存の小規模潅概施設の老朽度､利用状況､運営･維

持管理状況等を調査し､リハビリ･拡張計画を立案する｡また､水資源賦存量､土地利用､農

業生産､農業支援活動､農産物涜通･加工､地域･農業経済､農村社会､地形･地質､水利･

水文･気象､自然･社会環境等に係る基礎調査を実施し､これに基づき小規模潅概開発計画､

流域保全管理計画および営農計画(水稲以外の読菜､果樹等の導入を含む)を骨子とするマス

タープランを策定する｡

第2年次には､マスタープラン調査時に選定した優先地区においてフィージビリティスタデ

ィを実施し､事業実施計画を策定する｡

なお､現地調査の実施にあたっては参加型調査手法(RRAおよびPRA)を用いることとし､

農民自身による事業の計画立案､実施および維持管理に必要となる農民へのエンパワーメント

を図る｡

(3)実施機関

農業濯概省濯親局(Department of Irrigation, Mimistry of Agriculture and Irrigation)

2.4 総合所見

本計画は､農民による維持管理を原則とした小規模潅概計画､環境保全を目的とした流域資

源管理計画を主要コンポーネントとしており､マラウイ国の開発計画に沿った計画内容である

と言える｡また､稲作に係る技術協力は我が国の得意とする分野であり､本調査地区と同様の

条件下にあるマラウイ湖北部沿岸のカロンガ(Karonga)､チルワ湖沿岸におけるモデル事業と

しての重要性も高い｡

なお､現在､ DANⅡ)Aの技術協力によって本計画と同様のコンセプトを有するプロジェク

トが実施されており､この関連事業の内容､デマケ-ション等について確認する必要があるこ

と､また､本計画における農民組織強化､実施機関のCapacity buildingに関してNGOおよび

青年海外協力隊との連携の可能性を検討する必要があるため､引き続きフォローアップ調査を

実施し､案件精度を高めていく｡
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3.下エジプト地域農民組織育成型農産物流通改善計画

国名

案件名

調査地区名

:エジプトアラブ共和国

:下エジプト地域農民組織育成型農産物流通改善計画

AgriculturalMarketing lmprovement with FarI批rS'Organization DevelopI批nt in

the 1･ower Egypt

:イスマイリア(Ismilia)県､べへイラPehera)県､ダミエツタ(Damietta)県

3.1調査の背景

(1)民営化･自由市場経済化政策の推進

1990年の湾岸危機により､深刻な経済的影響を被ったエジプト国政府は､ 1991年よりIMF

等の国際的支援を受け､金利の自由化､外国為替の一本化及び自由化､公営企業の民営化等､

これまでの社会主義的計画経済から自由市場経済移行への施策を進め､恒常的な貿易赤字やエ

ジプト産品の輸出競争力の低下などの課題があるも､財政赤字の削減､経済成長率の上昇､イ

ンフレ率の安定､外貨準備高の増加等､一定の経済的成果を上げつつある｡

農業部門においてもこれまでの生産･流通部面に至る政府の統制を撤廃し､農民の作物選定

の自由度や販売チャネルは拡大した｡しかしながら､これまでの統制経済下で､政府により安

定的な庭先価格で買い上げられてきた綿花等の主要作物は､国際価格の下落により国内流通で

逆ざやが生じ,政府の財政を圧迫することとなり､農家庭先価格も国際市場価格連動方式に切

り替えられ､農家は価格情報や売り手情報を把握し､より有利な農産物の選定･販売活動を進

める必要が生じている(注1).これは農業経営においてリスクを伴う一方､作付けの多様化や､

品質差による価格の差別化､多様な販売チャネルを利用レた収益の最大化等､農家所得向上の

機会を与えるが､このような自由市場経済の長所を生かして販売活動を進めている生産者は､

一部の大規模農に限られている.

(2)国内外の市場動向と生産流通基盤

エジプト国の実質国内総生産は1992年から1997年の5カ年で年平均4.3%であり､国民一

人当たり国内総生産は1992年の680ドルから1997年の800ドルに伸び､所得水準は向上しつ

つある｡これに伴い､野菜類等の国内消費量も増大しており､多様な作物で将来の国内需要の

伸びが期待される｡また､エジプトはヨーロッパや中東市場に対し有利な立鞄条件にあること

や､アフ1)カ東南部各国で形成しているCOMESA(CoⅢnon Market of払st and South A丘ica)の

加盟諸国間での輸出入障壁の撤廃による新たな海外市場の拡大等､農産物の輸出機会は増加し

ている｡しかしながら､生産地である農村地域では､劣悪な道路､冷蔵･貯蔵施設や加工施設
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の不足､選果や包装･梱包の不備､情報アクセスの不備､品種改良等農業普及支援の不備等に

より､生産物が消費者の手に渡るまでに､相当量のロスや品質の低下を招いている｡生産物の

質､量の面で需要に見合う供給体制の整備が必要となっている｡

(3)第4次社会経済開発計画

また､第4次社会経済5カ年計画(1997/98-2001P2)においては､ナイルデルタ地域で広く作

付けされている水稲を､限られた水資源の節約の観点から大幅に削減することが目標とされて

おり､米に代わる高収益作物の導入､普及が急務となっている｡このため､同計画では､新技

術の導入･普及､市場情報の生産者への提供､冷蔵･貯蔵施設及び輸送手段の整備､空輸･船

舶輸送手段の低廉化等の推進が掲げられている｡

(4)流通改善と農協の新たな挑戦

自由市場経済下で民間部門の躍進により､農産物流通に関わる販売チャネルが多様化しつつ

あるなか､これまで農村での作付け統制や農業資材の提供､綿花等主要作物の収穫物集荷を担

ってきた農業協同組合は､その政府の末端機構的な機能により､組合員である農民からは､農

協を自らの自主的な組織というよりも､管理される機構として強く意識され､特に販売部面で

は農協の集荷量は農産物総生産量のうちとるに足らない取扱量となっている｡農協は､農村で

の役割を将来に亘って維持していくために､より民間組織的な部門としての脱皮を企図し､1993

年に｢農業協同組合の戦略｣を策定して組織の改編､強化を目指している｡農協が掲げる戦略

は以下の通りである｡

一農協の自立経営組織化

一上部組織機構の改編

一組合理事会組織の改編

一自主的基金､預金制度の創設､国内外融資の取り付け

一農業資材の提供

一書果物の冷蔵･貯蔵庫､選果･包装施設の設立､輸出も含めた販売チャネルの設立

一生産物価格安定基金の設立

一農産加工等農協によるプロジェクトの推進

一農業近代化技術､機械の導入･普及

-マネージャーや技術者の育成､トレーニングセンターの設立

一女性の地位向上等､農村社会開発に寄与

一植樹､農薬の抑制等による環境汚染対策の実施
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3.2 調査地域の概況

(1)自然条件

調査地区であるイスマイリア県､べへイラ県及びダミエツタ県は､首都カイロ以北のナイル

川ロゼッタ支流とダミエツタ支流両岸に広がる､ナイルデルタを中心とする下エジプト地域に

位置する｡下エジプト地域は､南から北に非常に緩く傾斜する扇状地であり､土壌は沖積性起

源であり､適切な排水により営農されれば高い生産性を持つ｡下流地域は､中粒質土壌の土地

が多く､各種の野菜及び畑作物の導入可能な土地が多い.気温は夏期( 5月- 9月)で20-34oC

と高温で､冬期(10月-4月)は7-20oCである｡湿度は夏期で67-72%､冬期で70-76%

であり､降雨は少なく､夏期の降雨量は0である｡冬期は､中流地域で50Ⅱ皿､下流の地中海

沿岸部で100-200Ⅱ皿雇度の降雨がある｡

(2)土地及び人口

下エジプト地域は9県に区分され､居住可能面積が22,183kn2､総人口は26百万人でエジ

プト総人口の44%を占める.農村人口は全体の72%を占めるo人口密度は1,164人km2であ

る｡このうち､イスマイリア県､べへイラ県及びダミエツタ県の居住可台巨面積及び人口は各々

6,600k血2､及び560万人である.人口密度は848人nm2である｡ 3県の内訳は以下の通りであ

る｡

1996 * イスマイリア ベへイラ ダミエツタ 計

居住可能面積(kn2) 1,441･59 4,589･48 589･17 6,620･24

総人口(人) 715,009 3,981,209 914,614 5610,832

農村人口割合(%) 52 77 73 73

人口密度 人nm2 496 867 1
,552

848

(3)農業の現況

下エジプト地域は､エジプト国の食糧基地であり､米､麦類､メイズ､ベルシーム､綿花を

基幹作物とし､トマトやキュウリ､ポテト等の野菜作､畑作物､柑橘やマンゴー等の果樹作の

産地が分布している｡調査対象地区として選定したイスマイリア県､ベヘイラ県は､下エジプ

トの他県に比して､野菜作の作付け割合が高く､またエジプトの主要な輸出農産物であるポテ

トも多く作付けされている｡また､ダミニッタ県は上記2県よりも野菜作の作付け割合は劣る

が､土壌条件や水利条件が畑作に適しており､将来野菜作の拡大の可能性がある｡ (表1参照)

さらに､イスマイリア県は､エジプトでも有数のマンゴー産地として知られている｡

(4)有利な海外マーケテイング条件

調査地区が位置する下エジプト地域は､カイロやアレキサンドリア等の大都市に近く､また､
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国際港であるアレキサンドリア港や､第4次社会経済5ケ年計画で国際港への格上げが計画さ

れているダミエツタ港を地中海沿岸に擁し､国内外流通上も有利な立地条件にある｡また､エ

ジプト国内の地中海沿岸を東西に横断する国際道路が現在建鼓されており､本地域のマーケテ

イング条件はよりいっそう改善される｡

(5)農産物流通改善の問題点､制約要臥及び開発の可能性

自由市場経済推進下､農産物流通の主体は多様化している｡これまでの公営企業の市場占有

比率は減少し､民間部門の伸びが著しい｡流通の主体は､個別大規模農家､仲買人､農協､農

業関連産業､公営企業がある｡園芸作物部門では､もともと卸売市場を通して自由な取り引き

がなされており､一部の大規模農家､仲買人､アグリビジネスが自らの資本力で戦略的､機能

的なマーケテイング活動を展開している.大規模農家は､トマト､きゆうり､ポテト等の作物

を大規模に作付けし､輸出業者との契約栽培や市場での価格情報を携帯電話等で敏速に察知し､

生産物を有利に販売している｡アグリビジネスは､選別､包装施設､保冷施設を整備し､品質

の高い作物をより分け､保冷庫で一定量の生産物を確保しつつコンピューター利用により情報

を政集し､値段の高い時期､場所に輸出している｡農協は､イスマイリアやべへイラでマーケ

テイング活動の拡大に意欲的に取り組んでいるが､資本力の脆弱さやブランドとしての市場で

の認知において､民間大企業に劣っている｡エジプト生産者の大半を占める零細農家は､経営

リスクの高さから販売活動への誘引が低い｡

国内市場では､品質差による価格差への無頓着が目立ち､国内に出回る生鮮野菜は､卸売市

場の段階でもすでに相当ロスがでている｡また大きさ､質による生産物の選別がなされていな

い｡エジプト国は現在も経済成長を維持しており､国民の所得水準も上昇しており､良い品質

への需要の増大が期待される｡国内出回り産物においても､品質別に値段の差を付けて販売し､

農家の所得向上に寄与することが期待できる｡

この他現地調査により､把握された問題点は以下の通りである｡

･ 流通･加工面で特に問題と意識されているのは野菜類の市場価格の不安定性である｡農

家や農協は､トマト等の生鮮野菜を保存しておく施設がないため､市場価格が下がって

いても生産物を売らざるを得ない｡また､市場に出せない生産物を加工に廻すなどして

有効利用できない｡

生産物のロスは､圃場での収穫時､木製の寵による搬送時､販売されるまでの保存時の

各段階で発生している｡農協中央局では､メイズの全国での生産物ロスを11%と推定し
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ている｡また､生鮮野菜では生産物ロスが50%にものばるという推定がある｡幹線道路

までの劣悪な道路状況､冷蔵施設の不足も生産物ロスの要因となっている｡

輸出用作物は､輸入側の厳しいspeciBcationに対応させるため､品質向上に多大な努力が

払われており､設備投資がや栽培契約上のコスト等､相当の生産費が必要となる｡

民間大企業は､情勢の変化への対応が柔軟で､新技術の導入､意思決定の迅速さ等､効

率のよさが見受けられる｡しかし､契約栽培などで取り引きできる農家は大規模農家に

限られる｡

I.ogisticsの一貫性の不備o民間業者で冷蔵施設などを完備し､生産物の品質を保っても､

輸送手段が貧弱であったり､卸売市場､空港等､中継地点での冷蔵施設が不備であった

りして､結局生産物の品質が悪化する｡一貫した流通体制の整備が必要である｡

･

マーケテイング活動の実施機関として農協があり､中央や地方の一部の農協ではマーケ

テイング活動に意欲的に取り組んでいるが､これまで農協は政府の末端機関として農村

を統制･してきた歴史があり､農家や一般企業等の農協に対する評判は芳しくない｡しか

し､農協では､借り入れた種子や肥料の代金を貨幣でなく生産物で返済できる等､利点

を感じている農家もいる｡エジプトの農協組織は複雑である｡その類別は､従来からの

政府主導型一般農協､ 195i年の農地改革時に旧小作人で組織された農地改革農協､新規

開拓地入植農家で組織される土地開拓農協､及び特定の作物の販売を主目的として組織

された販売農協がある｡このうち販売農協は､組合員選出の組合理事の指導力が強く､

より農民の自主性が高い.全国の農協数は約5,200で販売農協は約800である.このうち

畜産関連が約700を占めている｡

･ 仲買人や農協等と生産者との間での支払形態は､先払い､即払い､後払いがある｡農協

は後払いであることが多く､農家の農協に対する不評の一因となっている｡仲買人は､

支払い時期を巧みに使い分け利益の最大化に務めている｡生産者側と流通側での契約方

法の明確化や､価格が値崩れを起こした場合の基金制度の設立も必要である｡現在この

制度が実施されているのは､農協組織内では､イスマイリア県の青果物農協のみである｡

3.3 計画概要

(1)目的

国内外市場向け農産物､特に園芸作物及び果樹を中心として､農産物流通･加エの一貫した

整備を計画し､より小規模な農家層まで販売活動に積極的に参入し得るよう支援することによ

り､農家の所得向上､所得格差の是正､雇用機会の創出に寄与する｡同時に､品質の良い農産

物の安定供給を図り､国民の健康向上､食糧安全保障並びに流通経済の活性化を通して国家経

済の発展に資する｡
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(2)基本コンセプト

下記に示す流通改善のコンセプトを想定するが､基本的には､受益者のニーズが出発点であ

り､事業の実現性､持続性を獲得するため､参加型計画手法を適用する｡

販売活動においては､まとまフた生産量､規格､品質が要求され､そのための生産基盤､貯

蔵施設等の流通基盤整備が必要となる｡また､市場情報の把握等有利な販売活動を行うための

経営能力の向上も必要である｡このような資本力､人的能力を伴う販売活動では､個別小規模

農では限界があり､組織的な行動のメリット活用の必要性が予想される｡すなわち､複数で協

同運営できるような流通基盤施設の導入が考えられる｡農家はむしろ個人経営を好む傾向があ

るが､高額の投資を必要とする施設の導入は､個人ベースでは困難である｡調査結果から流通

基盤整備のニーズは高いが､問題は誰が運営･管理していくかにある｡このため､本計画では

農民の自主的な組織化を核とする流通改善を志向するものとする｡この際､既存の農民組織活

用を検討する｡既存の組織としては､農業協同組合が各村単位で存在しており､この農協を通

じての組織化が考えられる｡しかし､上述のように､政府主導化にあった農協の問題点を考慮

し､農協が農民自身の組織であると農家が自覚し､農協の農村での役割が見直されるような制

度改革を同時に計画する必要がある｡また､農民自身での施設運営を行う際､マネージメント

能力の育成が必要である｡

(3)開発計画のコンポーネント

調査業務は､下エジプト地域の東､西､及び中央デルタに位置する､イスマイリア県､ぺへ

イラ県､及びダミエツタ県を対象に全体の開発基本計画(マスタープラン)を策定し､優先開

発地区(モデル地区)を選定する｡この優先地区についてフィージビリティ調査を実施する0

さらに､パイロット事業を策定して､事業の実現性､持続性､及び効果を実証する｡エジプト

政府の開発調査担当機関は､農業省農協中央局(CentralAgency for Agricultural Cooperatives,

Ministry of Agriculture and Land Reclamation)とする.

開発計画のコンポーネントは以下の通りである｡

･ 受益者参加型の計画立案

･ 農村社会､農民組織･制度の調査､改善

･ 行政組織･制度､民間部門支援体制の調査､改善

･ 営農･栽培技術の調査､改善

･ 営農普及支援状況の調査､改善
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･ 流通基盤施設(選果､包装､冷蔵貯蔵､農産加工､輸送､情報システム)整備

･

マネージメント能力育成

･ 農村金融の調査､改善

･ 市場機構整備

(4)稗益効果

この開発計画によるの実施事業の効果は以下のように考えられる｡

･ 生産物ロスの軽減による出荷量の増大

･ 品質の向上及び品質別価格付け､販売時期の拡大による収益の増大

･ 流通コストの軽減

･ 高収益作物の作付け拡大による収益増大

･ 整備施設運営管理､農産加工施設整備等による雇用機会の創出

3.4 総合所見

上に述べたように､エジプト国の民営化､自由市場経済推進政策は一定の成果を上げつつも､

更なる経済効率性の達成､貿易バランスの改善が緊急の課題となっており､農産物輸出の増大

が必要とされている｡農産物輸出向上に寄与する選別､保冷等流通関連施設や､情報システム

の整備､マネージメント能力の向上が必要とされており､エジプト国農業省では､日本の経済･

技術協力を要望している｡一方で､マーケテイングは民間セクターが主体であり､民営化政策

の推進に際して､政府の役割の明確化が必要である｡

荏:

(1)民営化政策の必要性一婦花の事例一

綿花は､エジプトの主要輸出産物であり､民営化政策､自由市場経済政策が多くのセクターで推進されて

いる中でも､政府の統制がなお頭凱1セクターである｡綿花については､公営企業の民間払い下げや民間企

業の綿花買い付け参入の条件緩和等を進めていたが､価格については1997年までは未だ政府の統制すると

ころであった｡綿花は､植え付け期に政府が生産者価格を決定し､農家はこの価格に基づき大半は農民銀

行､その他農協､民間業者に綿花を買い上げてもらった｡しかし､綿花の収穫時に国際価格が下落し､綿

花の輸出価格を統制している公社ALCOTEXAは生産者価格よりも安い買い上げ価格を提示した｡すなわ

3-7



ち国内流通段階で逆ざやが生じ､民間輸出業者は､一部の高品質な綿を除いて綿を買い集める誘引を著し

く減じることとなった｡政府の指導で公営企業は綿花を全て買い上げなければならず､公営企業の綿花の

過剰在庫及び負債は増加する一方となった｡農家側では､政府が提示する一定価格で綿花は買い上げても

らえるので､特に零細農家では､国際価格の下落に関わらず綿花を作付ける誘引は減じること古まなかった｡

このような悪循環を脱するため､政府は価格政策を変更し､ 1998年より､生産者価格は収穫時まで決定せ

ず､国際価格と連動する形態をとることとした｡このことにより民間セクターの買い付け量は増大した

(
｢Liberalization

of Cotton MarketinginEgypt‥ nle Situation in the 1998-99 seasonJ )｡

このように､価格に対する柔軟性のなさが､経済不効率を生む主要因となって､経済の停滞を促す要因と

なっていると考えられる｡生産者価格の市場価格への連動は､農家に対して不安定要因を持ち込むが､逆

により大きな利益を得る機会も与える｡長期的観点から政府の価格政策は､政府の財政破綻､輸出のへの

消極的な影響等､大きな不経済を払うこととなり経済停滞に繋がることとなろう｡
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表1下エジプト地域9県の作物別(穀物･畑作)作付け面積

(作付け面積:feddan)

県 Dakahlia Sharkia Kalyoubia Ka舟EISheikJ1 Ghi)rbi8 Menou罰4 Damietta Behera lSm4ili■ 計
冬

作

物

ヘ'ルシーム 189,62 164,373 49.227 ー64,727 122,183 136.50 56.98 224,323 20.93 1.128.88

小麦 214.丁 291.847 54.730 166.86 120.87 89.48

3

3,17

19.93 2OO.103 32.45 ー.ー91,03
大麦 219 9.529 2ー 6.841 79 58 12,76 3.241 32.757
そら豆 52.935 27,909 1.361 23.928 ー0.29 6,842 38,671 I,69 166,81
亜麻 9.267 5.812 245 8.041 6,742 161

-899 3.678 ー.57 36.415
たまねぎ 2,929 1,335 4,418 447 7.709 56 177 497 62

0

17,63

にんにく 232 1,332 397 12 121 EEL 143 1ー4 12,467
ポテト 18.556 3,000 0

354

902 6,753 2,89 464 19.668 14.53 66.77
トマト 1,083 20,137 6,253 392 ーー 1.248 ll,852 10.95 52,39
冬野菜 6,633 12.丁97 17.735 1.979 4.404 3.03 827 35,996 17.29 一oo.69
冬作計 498,22 538.071 128.488 379,99 279,55 235.541 87.581 547.668 102,74 2.795.B6
夏 メイズ 78,056 252,74 98,315 65,597 104.56 19¢.52 4.748 156,70 28.78 986,03
作 栄

落花生

409.49

2

2

158

215.69 15.138 286,348

0

28

21
0

400

137.87

0

0

2,086

0

7

2.484

ー0,08 63,448

0

0

13

209,21 3.60 1.350.89
物 6.690 490 16 2.607 9.22 ー9,ー7ー
セサミ

大豆

2,396

84

2

1.220

0

25

1

6,127

335

402

8.89

0

ll.661

ー0.111
たまねぎ 553 738 881 79 234 247 2,73
ひまわり 366 764 387 30 6,853 60 9.432

イエローメイス● 3,638 4.196 673 64 9,21 75 4.338 4.49 29.18
ポテト 8,670 1,277 2,903 416 14.603 13.45 878 17,28 4.97 64.46

トマト 5.935 9,133 5.283 6.302 2,451 79ー 4.535 27,626 2.40 64.45
夏野菜 10,403 21.721 8,344 16.588 2,785 2.57 4.282 ~89,502 10.54 166.74

綿花 94.063 82.647 8.294 98,116 61,429 27,88ー 9,728 146.81 375 527,34
夏作計 611.3 598.085 138.687 473.88 328,27 268.08 87,816】661,92 74.14 3,242.2

(作付け割合: %)
県 D8kahlia Sharki'a K4ry○ubia Kaf>EIShe;kh Ghubia Men○ufi8 Darnietta Behera lsmailia 計
冬

作

物

ヘ●ルシーム 38

43

0

ll

2

1

0

4

0

1

31 38

43

0

1

0

3

0

0

0

14

43

44

2

6

2

0

0

-0

2

I

44

43

0

El
2

3

0

2

0

2

58 65 4ー 20 40
小麦

大麦

そら豆

亜麻

たまねぎ
にんにく

ポテト
トマト

冬野菜

54

2

5

1

0

0

ー

4

2

38

0

I
0

0

0

ー

0

ー

23

0

8

1

0

0

1

I

1

37

2

7

1

0

0

4

2

7

32

3

2

2
0

0

1

ーー

ー7

43

1

6

1

I

0

2

2

4
夏

作

物

メイズ

栄

13

67

42

36

7ー

ll

ー4

60

32 73

4

0

0

2

0
0

3

5

0

ー

5

72

0

0

0

0

0

0

1

5

5

24 39 30

落花生
セサミ

大豆

たまねぎ

ひまわり

イエローメイス●
ポテト
トマト

0

0

0

0

0

1

I

I

2

15

1

0

0

0

0

1

0

2

4

14

0

0

I

0

0

0

2

4

6

5

0

0

0

0

0

0

0

1

4

2ー

42

0

0

I

0

0

1

4

1

I

32

0

0

0

0

1

1

3

4

5

12

ー2

0

0

1

6

7

3

ー4

42

I

0

0

0

0

1

2

2
夏野菜 14 5
綿花 19 10 ll 22 ー 16

(注)1feddan=0.42ha
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3.5 現地写真集



Ismailia県のマンゴー園。

県農業生産高の40％を占める

主要換金作物。

Ismailia県の新規開拓地

でのトマト露地栽培。

県農業生産高の20％を占める。

Behira県Damanhur近郊。

かぼちゃ栽培。
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Dama山1ur近郊にて､農家

(3.5fed経営).l=

インタビ1-o

野菜作拡大はリスクが

嘉し＼とのコメントo

圃場でのトマトのロスc

保存施設の欠如もーつの

要因｡

Tanta卸売市場にて｡

サイズが不揃いで､

品質が一律でないD
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Tanta卸売市場にて｡

桃､伝統的に使用されて

いる木製の容器で

ストック､売却される｡

生産物のダメージが目立つ｡

Ta皿ta卸売市場にて｡

輸入品のリンゴは一つ一つが

紙で包まれ､ダンボールで

梱包されているのに対し､

トマトは木製のカゴで

無雑作に積まれている｡

国内流通品は､品質の確保に

あまり努力が払われていない｡

Behira Vegetable &

Fruit Cooperadve｡

街中にオフィスを構える.
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Lh

f:

､
-

Behira県Vegetable 良

Fmits CooperadveD

充連取扱のうちポテトが

80%を占める｡種芋を抽入し､

農家に生産を委託し､

輪出業者に販売するo

Behifa県D皿a血uF｡

フランスの無償援助により

建設されている穀物用サイロ

(容量10,000t.乾燥施設付)a

農業省が農協に経営を

移管する蓑初の事例｡

kmailia県の

Local Cooperadve.

小規模な倉庫に､肥料､

メイズの種子等が

保管されているo
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D且】tex Co.

7,OOO
m2の敷地に付設されて

いる輸出用ポテトの選別機

(イギリス製)o

Daltex Co.

柑橘の選果及び包装施設｡

能力30仙r､ 4段階の選別､

W奴ingを経て包装されるo

D…山ex Co.

パソコン利用による柑橘の

品質チェック(第4段階)ら

色､大きさ､傷や日焼等

がチェックされるo
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Pal(ex Co.

容量1Z,000tの保冷施設｡

オレンジ､ポテトが

保冷されている｡

Daltex Co.

輸出用オレンジ､高い品質

を保っている｡

栽培は政府借入地及び

契約栽培で行う､契約栽培

農家は中規模以上に限られる｡
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4.添付資料



4.1調査団鼻

橋口幸正 (秩)三砧コンサルタンツ 海外企画営業部

調査従事期間:4月25日-5月17日(ケニア､マラウイ)

三木雅樹 (秩)三砧コンサルタンツ 海外企画営業部

調査従事期間:4月25日-5月17日(ケニア､マラウイ)

竹内清二 (秩)三赫コンサルタンツ 技術第5部

調査従事期間:4月25日-5月15E] (ケニア､エジプト)

畑 明彦 (樵)三拓コンサルタンツ 技術第5部

調査従事期間:5月4日-18日(エジプト)

4.2 調査日程

目脂 月 日 曜日

橋口l三木
竹内 畑

1 4 25 (‖) 成田+)l○T)

2 26 (月) )toT)->ナイロビ

3 27 (吹) 農業省表敬､NIB協議

4 28 (水) NⅡi協議､資料収集

5 29 (木) 同上

6 30 (金) 現地調査(ム9Iア潅概地区)

7 5 1 (土) 同上

8 2 (日) 同上

9 3 (月) 資料整理

10 4 (火) 概要書(conceptualpaper)作成 ナイロヒ小一>カイロ名古屋->カイロ

ll 5 (水) 同上 EOJ､JⅠCA表敬､MALR協議

12 6 (木) NⅠB報告.協議 JⅠCA専門家協議

13 7 (金) 農業省報告 資料整理

14 8 (土) ナイロビ->リロンクやウエ MALR協議

15 9 (日) 資料準備､調査準備 現地調査(Damanhoul,rITanta)

16 10 (月) JⅠCA表敬,農業濯概省濯政局協議 wB訪問

17 ll (吹) 現地調査(サリマADD) MSSP7oロゾエクトオフィス訪問

18 12 (水) 同上 現地調査(Ismi1a)

19 13 (木) 同上 DalteXCoⅢpany訪問

20 14 (金) 農業濯概省濯親局報告 カイロ⇒(ロンドン)-チ現地調査(bmi)a)

21 15 (土) 資料整理 ->名古屋 MALR報告

22 16 (日) T)ロンクヾウエ⇒(ヨ)1ネスフやルデ)⇒ EOJ,JⅠCA報告

23 17 (月) →(シンがホo-汁)⇒成田 カイロ⇒(ロンドン)⇒

24 18 (火) ->名古屋
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4.3 面会者リスト

(1)ケニア共和国

1)日本大使館

川戸英騎 二等書記官

加藤伊佐夫 二等書記官兼副領事

2) Ministry ofAgriculture, bnd Development Division

C.M. Oso工O

H.K. Muathe

P.W. Muchangi

辻下健二

･喜多 清

3) National lrrigation Board (NIB)

Ⅰ･J･0. OgoⅡ血e

(2)マラウイ共和国

1) JICAマラウイ事務所

村上 博

Diredor

Ilead, Irrigation and Drainage Branch (IDB)

Imigation Engineer,IDB

JICA専門家(小規模濯概)

JICA専門家(農民組織)

Chief AgriculturalOfEcer

所長

2) Ministry of Agriculture and Irrigation

Z.D. Chikhosi

C･U. Mpbande

N･J･ Mulenga

S. Nanthambwe

大矢重幸

Control ler

Deputy Director, Department of Irrigation

Director, I^nd Resources Conservation Depart皿恐d

Chief Environmental Conservation OfBcer,

Land Resources Conservation Departrrcnt

JICA専門家(農民組織)

3) Malawi Agroforestry Extension ProjectOfrlCe

WT Bllnderson

G.G. ChaⅢ皿agOmO

4) National Bank ofMalawi

E. Mahlka

(3)エジプト･アラブ共和国

1)日本大使館

山村研吾

Project Coordinator/Chief of Party

TechnicalAssociate

Branch Manager, CapitalCity Branch

一等書記官
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2) JICAエジプト事務所

坂田幸吉

3) JICA専門家

Mr. Eaz甘O Shimazaki

Mr. MitsuruKimura

Assistant Resident Representative, JICA

JICA TechmicalAdvisor for Mimistry of Ptlblic

Works and Water Resources (MPWR)

JICA Tもchnical Advisor for lrrig?lion IlrPrOVement

Sector, MPⅥ∩ⅣR

4) Ministry of Agriculture and Land Reclamation (MALR)

Eng. Samir M, Shehata

Eng. Atef Abdel Halim

Mrs. Nagat M.. Hawash

Mr. MollStafa Abdel Alim

Mr. Moha皿怒d Abdel

El-TTaweel

Mr. Moha皿恐d Menosi

Mr. Ali Mosaad

5) AgriculturalCooperatives

Mr. AbdAl1a Khedr

Mr. Ma血o11ed A血med

M azen

Mr. Haeba Moustafa Haeba

6) Ismai1ia Governorate

Mr. Abd El-Aziz Salama

Mr. Hany El-Kosuby

7)その他

Dr. Mohalmd Handy Saleh

Chief of CentralAgency for Agriculture Cooperative

Director General, 刀le Egyptian ~InternationalCenter

For Agriculture

Director General, Media, External InforⅡmtion and

I止Iernatiollal Studies

Director of Asian & Australia Foreign Agriculture

Undersecretary, MALR Behera Directorate

General Director of Agriculture Cooperative, MJuR

Behera Directorate

Supervisor for Cooperatives, MALR Ismilia

Directorate

Head of Vegetables Marketing Cooperative. in

Behera

Head of Field Crops Cooperative in Behera

Manager of AdminlstrationAssembly & Member of

Central Agriculture & Cooperative Umion in Ismi1ia

Governor of lsmailia

AssistaⅡt of lsmailia Governor

Economic Advisor for Ministry onhde & Supply

Executive Director, Head of Egyptian Export

Promotion Center (EEPC)
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Mr･ Hisbam S･ El-Naggar

Mr.AmEI Tonsy

Export Promotion Executive, DAI皿X Company

Executive Director, Horticulture Export

lmprovementAssociation (HEI勾

Eng･ Hishm Abdel Rahman IIorticulture Sector Monitor, Multi-Sector Support

Mr･ Philippe Becu

Dr. HeiIⅡ Burgstaller

Mr.Anthony Latham

Ml. David Giles

Program (MSSP), European Comission

GeneralAgronomist, MSSP, European Comission

Gerrrnn TeamLeader, GrIZ Egyptian-German

Cotton Sector Pronx)tionr Program

Media Producti()n Consultad

Consultant of Molt MacDonald, World Bank Project

4.4 参考資料

参考資料として､相手国政府に提出した要請書あるいは簡易プロポーザルを添付する(本調

査案件以外も含む)｡

ケニア共和国

ne Stlldy on Participatory lrrigation Management Program for the Irrigation Systems lュnder

NationalIrrigation Board 4-5

ne Study on IIltegrated Watershed Managerr-I and Small Scale Irrigation Development

Program in Kajiado District

マラウイ共和国

～ 4114

¶1e Study on htegrated Watershed Management and Small Scale Irrigation Development

Program in Malawihke-shore … 4-15

ne Study on htegrated Watershed Conservation and Rural Development Program in Lake

Chilwa Basin 4-16

ne Study on Demand Driven Small-holder Irrigation and Rural Developmer[t Program in

Blantyre Agriculture Development Division

エジプト･アラブ共和国

4-17

The Study on Agricultural Marketing Improvementwith Farmer's Organization Development ln
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REqUEST FOR TECHNICAL COOPERAT10N

BY

丁目E GOVERNMENT OF JAPAN

FOR

丁目E STUDY

ON

PARTICIPATORY IRRIGA｢r10N MANAGEMENT PROGRAM

FOR

THE IRRIGAT10N SYSTEMS UNDER NAT10NAL IRRIGAT10N BOARD

l.PROJECT DIGEST

1. Project Title:

2. Study Area:

3. Imp]ementing Agency:

4･ ReqtICSting Agency:

The Study on Participatory Irrigation Management Program for the

Irrigation Systems under National lrrigation Board

Irrigation Systems under National Irrigation Board such as Mwea,

Perkerra, Ahero, West Kano, and Bunyala

National lrrigatiom Board

The Ministry of Agriculture,Livestock Development and Marketing

ll▲JUSTIFICAT10N OF THE PROJECT

I. SccloriaJ Accomplishments

The Rq)ublic of Kenya with its predominantly rural population relies heavily on agricultural sector for

achieving a steady economic growth and
improvlng Of livelihood of its people･ Agriculture has

contributed about 25% share to the GDP for the last five years between 1993 and 1997･ It_has the

greatest contribution among all sectors in the past several years and is expected to carry the burden of

ensurmg sustainable economic growth in the country･

About 70% of the total population directly or indirectly derives their livelihood from the agriculture

sector. The sector produces nearly all food Kenya needs for self-sufficiency･ The county's agriculture is

also export-oriented, securing effectively 50% of the total foreign exchange earnings and it is a main

provider of raw materials for the industrial sector.

Despite its importance and pivotal role on the economy, the Kenyan agriculture has since 1980 not

experienced sustained growth･Asthe table below shows the last five years of estimated production of

selected agricultural coⅢ1mOdities and the agrlCultural sector GDP, the sector has stayed mostly in a

stagnant growth･

Tabl○1Est imatedSclcctedCropProductiona ndtheAgricultt一rdScclorGDP

Item 1993/94 1994/95 1995/96 1996/97 1997/98 Remarks

Maize 18.87 29.l2 26.33 22.80 20.60 M‖ionba(コS

Beans 1.25 2,82 2.42 ー.96 1.60 do

P○tat○eS 1.99 2.51 2.90 2.40 2.10 do

S○rqhum 0.86 1.05 0.84 0.84 0.73 do

MjHet 0.39 0.47 0.44 0.40 0.36 do

A(コri¢ultur○GDP 1.088 1.119 1,173 1.225 1.240 MKS_1982C.P.

Source; Economic SuⅣey 1998, Central Bureau of Statistics

Also, the population growth marked a significant increase which puts pressure on the country's food

self-sufficiency and reduces chances for improved living standards of the rural population in particular
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and all Kenyansas a whole.

The followlng are the major constraints for the growth of the sector;

･ Inadequate and aged irrigation facilities,and high dq)endence
on r早in-fedproduction,

･ Inadequate farmers participationinirrigation managerial aspect,

･ Inadequateintegration/co-ordination of major agricultural stakeholders,
･ Inadequate agricultural inputs supply andusage, and credit availability, and

｡ I.ow investmentinagriculture.

Ahhoughvarious attempts have been made to tap the irrigation potetltial, the efforts have been

hampered by a lack of harmonized policy and strategy to develop irrigation･ Attempts to develop large-

scale, centrally managed and tenant based schemesinthe 1960's and 1970's, are proving difficulty to
be

cost effective. Future irrigation development should be
based on a comprehensive nationalirrigation

plan and should have more involvement of the
farmers and/or private sector to ease the burden on the

Government 's
recurrent血ancial and perso皿el reqtllrementS fb∫operation and maintena皿Ce･

Thoughseveral measures are considered
to
confront the recession in agriculture,

an emphasis should be

placed on the stronglycentralized
irrigation schemes undertaken by NationalIrrigation

Board (NIB),in

such a way of introducing farmers'active participation in the operation and maintenance. juSO, at Stake

is "Participatory Irrigation Management", either called "Irrigation Management
Transfer", for

which a

part of irrigation system is to transferred to the farmersin1inewith settlng uP Water users Organization

as well as law/act revisions or establishments to be required.

In conclusion, partlCIPatOry Irrigation management means an approach that is a part of privatization-

development initiating farmers'motivation to actively participateinoperatlng and maintalnlng the

irrigation systems, tberd)y increaslng tbei工prOducts･ The approach also plays a key role血activating

the present centralized irrigation systems and in turn reducing the Government burden on the day-to-day

irrigation operation and maintenance.

As a privatization一血iven i汀igation scheme, participatory irrigation management (or irrigation

management transfer)should be initiated when there are tangiblebenefits on the farmersinthe context

of their entire farming activities.The partlCIPatOry lrrlgation management,inlinewith setting up strong

farmers organization and low/act arrangement to be required, proves to be a vitalpart of self-sustained

lrrlgation development.

2･ Need for a ComprellenSive Strategy in Imigalion Dcve]opment

Future agrlCultural growth will requlre concerted efforts,with great emphasis on farmers participation,

by all stakeholders to ensure sustained development, strong linkage
between

production, marketing and

agro-industry, and facilitationwith reliable inltraslructure, financlng and credit･Anurgent call for

revitalizing Kenyan agriculture comes from the acute need of more food to copewith the population

growth as well as to sustainthe s∝tor's contribution to GDP･ Low growth rates in agrlCulture affect the

whole national economy ln Particular food output, agricultural raw material output, agro-based

industrial output, employment creatlOn, foreign exchange earnlngS, Public revenues, etc･

In order to guarantee a sustainable growthinthe long term, a comprehensive strategy for agricultural

development should address all knownconstrains. The most important part of such a strategy would be

the way of promoting
farmers

participation in line with imigation management transfer to the farmers

with their own responsibility on the operation and maintenance which itselfwould assure the greatest

impact on the country's socio-economic accomplishment･ Thus, concentrating on partlCIPatOry

irrigation management that
-accompanies

a transfer of the irrlgation scheme to the farmers is in the

country's national interests･

3. Sector DevcJopJnent Policy of the National and Local Govemmcnts
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The NationalGovernment policy on irrigationinthe National Development Plan is outlined
below and

relevant local government policy is derived from the respective district policy but as a whole itfollows

the national strategy;

･ Develop a national irrigation policy and harmonize national strategies for irrigationincluding

a prq)aration of National Irrigation Plan,

･ Set up framework for institutional management of irrigation,

･ Financing of irrigation development based on enterprise approach,
｡

Develop mechamisms
for water harvesting and storage for irrigation and related uses, and

' Promote development of marketing infrastructure for irrigated produce･

4. The Project

4･1 Project Objectives

Shott-term objectivesof the Projectare;

1) to realize participdtory irrigation management in linewith a transfer of the irrigation schemes,

currently operated under NIB centralized system, to the farmers,

2) to increase agricultural outputwith the participatory irrigation management that motivates

farmersinwell operating and maintalnlng the irrigation scheme,

3) to re血ce the Government's burden incurred by the current centralized irrigation management

byinvolving farmersinthe operation and maintenance of the scheme, and

4) to build social capacityinthe beneficiaries'areas through encouraging farmers'participation

in managlng Of agricultural activities and thereby achieving sustainable communal

development･

Medium and Long-term Objectivesof the Projex:tare;

1) to improve regional
development thereby contributing to the national equitable development,

2) to add contribution to building of country's food security; and

3) to contribute to the growth of national economy･

4.2 The ProjectArea

NIB bas up until today
developed

six irrlgation schemes, of wbicb one lrrlgation scheme, Hola irrigation

scheme, has no farmlng activities due
to lack of irrlgation water which was caused by River Tana

having changed its course at the scheme waterintake point.
Therefor, the Projectundertakes the active

five NIB irrigation schemes as summarized below;

Table2SummaryoftheProJ'eCtAreaincludingNIBSta E]
Scherne AreaCropped.ha Tenants.No. PaddvYield.M-ton N旧Stafー.No.

Mwea 5.878 3,242 24.892 349

Perkerra 265 394 Nopaddv 97

Ahero 860 519 1.993 135

WeStKano 900 553 1.726 97

Bunvafa 214 132 917 43

Total 8.117 4.840 29.528 721(1.015inaln

Source; National Jrrigation Board Annual Report & Accounts 1994/1995.

Rice is produced in lbur of the schemes and remai凸S the most ilnpOrtant Crop. It accounted for 93% of

the schemes'crop gross value in 1994/1995. Other crops grownare onions, chilies, cotton, water-

melons, and pawpaws (papaya)･Maize is grown i皿Mwea irrigation scheme and Perkerra irrigation
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scheme mainly
for
subsistence.

The agricultural activities of the farmersinthe Projectarea are practiced on tenant contract basiswith
NIB･ NIB provides, besides the irrigation water, such requlrementS aS land prq)aration, seeds, fertilizer,

pesticides, iruecticides, etc･, on credit basisI Upon harvesting of the crops, the farmers deliver the

products to NIB, and NIB makes tradeswith merchants･ After subtracting the credit and NIB

requlrement, the balance isdelivered to the farmers.

43 The Project Components

The Projectcomponents are outlined in ac00rdancewith Kenyan National Development Plan 199712001 ,

wberd)y the partlClpatOry irrigation management w山be undertaken with priority
to:

･ Setting up farmers orgamization to which a part of the imigation system is to be transferred,
' Arrangement of legal framework thereby transferring a irrigation system to the farmers,

● Provision of water right~to
the farmers based on the concq)I of hydraulic decentralization,

●

■Water management improvementwith provision of necessary facilitiesand equlPment,
｡ Rehabilitation of the血igation schemes,
' Maintenance and rehabilitation of feeder roads and other rural facilities,

'

Marketing and post-harvesting processing infrastructures,

'

Marketinformation provIS10n,
' Support for access to credit

lending organs, and

｡ All
components will

be
considered

in regard tothe protection of environment.

4.4 Prospective Bene6ciaries

Potential direct beneficiaries are the farmers who currently practice farmlng in the Projectarea.Also the
Government is the beneficiary since this Projectis designed to ease the burden currentlyincurred by the

heavily centralized irrigation scbe皿e.

4･5 The Project'sPriority in the National DevelopTnent plan

The Projectisina category of high priority pro)ects as itsmainobjective
is to Improve the agricultural

production in corroborationwith farmers 'partlCIPation.

4･6 Implementing Agency

The National Irrigation Board (NIB) under the Ministry of Agriculture, Livestock Development and

Marketing isthe responsible officeinthe central govemTlent, Which, together with itsrelevant irrlgation

offices, embarks on irrlgation management transfer.

‖. TERMS OF REFERENCE OF THE PROPOSED STUDY

l･ JustiGcation orthe Pn)posed Study

The target group for the Projectis defined as those farmers who are currently operatlng their farmlng On

tenant contract basiswith NIB, and those who are willing to engageinpartlCIPatOry Irrigation

management on their ownresponsibility･ Effort shall also be directed to the strengthening of social

capaclty and improvementinthe socio-economic status of rural women who perform prominent roles in

rural lifeincluding agriculturalproduction.

In vieⅥ′of the above, NIB strongly needs a comprehensive study that is designed to elaborate an action

program for NIB Headquarters and itsrelevant offices;

1) to strengthen their institutional capacity to plan,血plement and monitor participatory

irrlgation management, and to prq)are necessary legal arrangementinview of irrlgation
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management transfer and setting up farmers organization as a legal entity,

2) to contrlbute to anincT飽SeOfincomes and well-being of the target population through
agriculturalproduction Increase, by meansof motivating farmersinthe management of an

lrrlgation scheme on their ownreSponslbility, and assistanceinagricultural support services

and血post-baⅣest and marke血g operatlOn, and

3) to contribute
･to
social capacity building of the target population,including rural women,in

commumity development throughpromotion of beneficiaries 'participation in the planning and
血plementation processes.

2. Objectivesof the Study

The objectivesof the Study are:

1) to formulate a Master Plan Program of participatpry imigation management for the NIB

irrigation schemeswith relevant institutional arrangement, necessary legal arrangement and

setting up farmers organization, and to select priority scheme(s)
to which the approach is

urgently requited,

2) to formulate a detailed
program of the participatory irrigation management for the selected

priority scheme(s),and

3) To pursue technology transfer to the counterpartspersornel of Goverrment of Kenya through

on-the-jobtraining and exchanglng their ideasinthe course of the Study.

3. Study Area

The Study Area covers currently active five NIB irrigation schemes such as Mwea, Perkerra, Ahero,

West Kano, and Bunyala, total area of which is about 8,000 hat This Study also includes relevant

institutional and legal issues.

4. Scope of the Sttldy

The Study will be dividedinto two phases and each of them will cover the followlng:

4･1 Phase I･･ForJnu]atioJI Of the Master PhJ) Program

･ Review of related inl.ormムtionand data coverlng national economy, national development plan,

agricultural sector policy, relevant laws/acts, existing and planed relevant development

projects,organizationalstructure and responsibi一ities of relevant institutions and budgetary

performance of those relevant institutions, agrlCulture-related envirormental factors, and post-

harvest and marketing situationinc]uding prlClng, COllection, transportation and sales systelTIS,

● Carry out a field survey and investigation supported
by Rapid Rural Appraisal and

Participatory Rural Appraisal, so that the program should be well designed to get the farmers

involvedin, for initialexercise to encourage farmers part]'cipation in the project Plarullng and

implementation process,

' Analyze collected data and information and identify ma)or constraints and development

potential,

Formulate a Master Plan Program of partlCIPatOry lrrlgation management for the NIB irrigation

schemesincluding relevant institutional arrangement, necessary legal arrangement and settlng

up of farmers organization, and

Select
priority scheme(s)

to which the approach is urgently required, takinginto consideration

the farmers'felt needs, readiness of the farmers, socio-economic and culturalaspects.
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4･2 Phase II: Execution ofDetaiIed Study for S-)ccted Priority ScheJne(s)

' Collect additional data and information throughfieldsurveys, and applyfurther Participatory

Rural Appraisal for a social prq)aration of the
farmers,

Formulate a substantiate program for the participatory Irrigation management for the priority

scheme(s),including relevant institutional arrangement, legal arrangement as required, and

farmers organization setting up,

Conduct preliminary design and cost estimation to be required for rehabilitation work before

transferring the irrigation schemes to the farmers, and

Evaluate the impact and feasibility of the programinview of economical, fhancial, teclmical,

institutional,socio-cultural and environmental aspects, and hold workshop(s)withcounterparts,
relevant organizations, po)icy makers and participating farmersinorder to refine and

disseminate the program･

5. Work Schedule of the Sttldy

The Study is to be divided into two stages and to requlre a total of 12 months; namely, Phase I:

Formulation of the Master Plan Program and Sdection of Priority Scheme(s),and Phase II: Ex∝ution

of Detailed Study for the Selected Priority Scheme(s):

Tab]e3Pr○p○SedStudySchedule(Tentative)

M○nth 1 2 3 4 5 6 7 8 少 1(I ll 12

MaSterPIanStudy

l l l l

DetailedStLIdy ll l

Report ⅠC/良 Pnu ⅣR PnR2 DF/R FR

6. Report

Followlng reports are tO be prepared:

' Incq)t10n rq)Ort at the beginnlng Of Phase I Study

● Progress report (1)on the course of Phase I Study
● Interim report at the begi皿nlng Of Phase II Study

● Progress report (2)on the course of Phase II Study
' Draft final report at the end of Phase II Study

' Finalrq)ort one month after upon recelPt Of comment
for the draft final report

lV. RELATED ISSUES

I ･ Institt)tional I)cveLopmcnt

The Study shall place an emphasis on theinstitutional development of NIB･ The program worked out by

the Study should be designedinsuch a way as to strengthen theinstitutional capacity Of NIB as well as

to have sound restructuring of the organization. NIB's new role and responsibility should also be studied,

and clearly recommended, upon completion of the Study, through various discussionswith relevant

officers including policy makers.

2. Social Capacity Development

The Projectas well as the Study should be designed and implementedinsuch a way as to encourage

group developm9nt and partlCIPation of the beneficiaries, and to pay carefulattention to the customary

practices and social structure of the communlty Withinwhich the groups are developed･ It is expected
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that throughthe experience of their participationinthe Study and the project implementation processes,
beneficiaries would

be
adequately motivated and organized to enable their accqptance and ownership of

the project activities･ This would not only facilitateprojectsustainability at the commmity level, but

also lend itselfa great dealinstrengtheming the beneficiaries'social capacity to manage and exploit their

physical and social environment.

3･ Women's DevdopmcT)I

Asmajority of the workforce comprlSeS Of womeninthe Study area, the Projectand the Study should be

designed so as to direct substantial part of activities
to the improvement of social and economic status of

ruralwomen･ Women should be encouraged to take an active role in all the participatory mechamisms,

and they should be well rq?resented at all
levels
of the
farmers

organizations.

4 Environmental Issue

The Projectprlmarily undertakes partlCIPatOry lrrlgation management by the beneficiaries for the

existing NIB irrigation schemes, and new lrrlgation development would not be considered excqpt that of

rehabilitation and/or minor scale of expansion. Therefore, no considerable negative environmental

impact could be anticipated in the course of the project implementation and thereafter. However, all

elements of environmental concern will, under the Study, be reviewed in both natural and social aspects･

If any negative impact is predicted, this has to be taken into account andmitigating measures shall be

plammed during the course of the Study, or otherwise terms of reference shall be prq)ared should

enormous negative impact(s)be anticipated, thereby requiring detail environmental impact assessment.

5･ Poverty Mitigation

The Projectimplementationwill contribute to povertymitigation by activating farmers'society and

improving farmers'incomes･ The Projectwould also lay the foundation of a long-term sustainable

povertymitigation program by prompting farmers'managerial imitiatives throughintroducingthe
"cost

r∝overy''prlnCiple.

V. FACILrr[ES AND INFORMAT10N FOR 'rHE STUDY TEAM, ETC,

1･ Assignment of CotlntCrPart Personnel, Etc･

Counterpart personnel with sufficient experiences and academic backgroundwill be assigned to the

Study Team member･ NIBwill also make arrangements n∝essary for contactlng related organizations

and agencies during course of the
Study.

2･ Avai]abJe I)ata, Information, Document, Map, ctc.

The following are available in the Ministry and other related organizations, and those will be provided

by NIB as required by the Study Team:

･ Relevant illformation and data for the NIB irrigation schemes undertaken by this Study,

' Topographic map, and/or detail map showing the canal network and the command area for the

NIB irrigation schemes,
' Relevant laws, acts, and by-laws,

● Meteorological and by血ological data,

' Agricultural statistics,
'

Reports for previous agriculturaland irrigation development projects
● Otbers as required
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Vt. UNDERTAKJNG OF THE GOVERNMENT OF KENYA

In order to facilitate a smooth and emcient conduct of the Study, the Government of Kenya shall take

necessary measures:

(1) to secure the safety of the Study Team,

(2) to pemit the members of the Study Team to enter, leave and sojourn in KenyaincoTmeCtion
with their asslgnment therein, and exempt them from alien registration requ汀ement and consular

fees,

(3) to exempt the Study Team from taxes, duties and other charges on eqyipment, machinery and
other materials brought into and out of Kenya for the conduct of the Study,

(4) to exempt the Study Team from income tax and charges of any kind imposed on orin

connectionwith any emoluments or allowances paid to the members of the Study Team for their

seⅣices in co皿∝tion with the iIⅥplementation of the Study,

(5) to provide necessary facilities to the Study Team for remittance as well as utilization of the
fundsintroduced in Kenya from Japan in connectionwith the implementation of the Study,

(6) to secure permission or entry into private properties or restricted areas for the conduct of the
Study,

(7) to secure permission for the Study to takeall data, documents and necessary materials related to

the Study out of Kenya to Japan,

(8) to provide medicalservices as needed･ Its expenses will be chargeable to members of the Study

Team

VII･ The Government of Kenya shall bear claims, if any arises agalnSt members of the Japanese

Study Team resulting from, occumnginthe course of or otherwise connectedwith the discharge

of their duties in the implementation of the Study, except when such claims arise from gross

negligence or willful misconduct on the part of the member of the Study Team.

VIII･ National Irrigation Board (NIB) the Ministry of Agriculture, Livestock Development and

Marketing shall act as the counterpart agency to the Japanese Study Team and also as

coordinating body in relationwith other governmental and non-governmental organization

concerned for the smooth implementation of the study.

The Government of Kenya assured that the matters refTerredinthisform will be ensured for a

smooth conduct of the Study by the Japanese Study Team.

On behalfof the Government of Kenya
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The SttJdy on Integrated Watershed Management

aJld Small Scale lrrigatioII J)eveJopment Program iJ)Jbjiado I)istrjct
l･ Set)dy Area: Kajiado Disbict
2･ Responsible Agency: Ministry ofAgiculture, Livestock Development皿d M打keting

3･ Counterprt Agency: Irrigation and Drainage Branch lmder Land Development Division

4. Proj∝tObjectives

ne pro)ect objectives
are:

I) to rehabilitate watershed by means of soilconservationand socialafforestation,
2) to develop sustainable watershed throughsilvicuhmuy sound management,

3) to develop small-scale irrigation,inlinewiththe soLnd watershed management whereby conbibuting to

the conservation of water resot∬ces,

4) toincrea光agriculhualproducts bythe small-scale irrigation,presently hindered by semi-arid climate,
for bothfoodand horticulture,

5) toincrease famers'income and create new agriculture related job opportunities, whereby activatingthe
area c一皿ently sufFering from out-migration to urban area,and

6) to enhBLnCethe socialcapacity building onthe cotme of the participatory plaming皿dthe project
implernentation.

5. Scope of the Study:

- To
review related data/information and to carly Out a baseline survey composed of cilviculture,
forestation/deforestation･ soil erosion, nqalsociology, demography,in-mlgration and out-migration,
farming and pasturage practices, agriculturalinputs and products, post harvestingand m訂keting, etc･,

- To idcntifyprospectivesmall-scale irrigation projects
for bothrehabilitation, extensionand newly

established, taking into/consideration benefic iaries'participation,

- To formulate a sound watershed management plan, on basis of participatory approach, erlCOmPaSSing

soilcotBerVation, afforestatlOn, re-afforestation, and cilviculture,
- To formulate a small-scale irrigation development,throughparticipatoryplaning,inlinewiththe
so皿d watershed mamgement,and also plan aruraland agiculturaldevelopmentinclu血g nualroad,
better post harvesting and maLrketing, rtualcredit, agiculttualsupportlng Services, etC,

- To develop aintegrated programof community naturalresotuces managementand utilization, mainly

composed of watershed managementand water resoLmeS development, and
- To evaluatethe impact aLndfeasibility of the program in terms of economical,血ancial, teclmical,

institudonai, socio-culturaland environmental aspects, and hold workshop(s)withrelevant
stakeholdersinorder to

refine and disseminatethe program･

6.Remarks

The Study area is locatedinASAL reglOn,and itswatershed has been d_egmded due mainly to excessive
fuel wood既ploitationand over-gra2:mg, leading to soil erosion and degradation of water reso1爪eS

potential･ This programtJndertakes an integrated approach betwten watershed,that is generating water

resource, rehabilitation & sound managementand small-scale irrigation devel_opment to be realizedinthe

downstreaLm area･ The
projectfTormuladon,viewing corrmunity nahd resources managementand

uti1血tion, is to be based on Participatory Pta-mg･ Horticulture promotion, specially vegetablesand hits

marketable to Nairobi,will be takeninto consideration withits specialattendon sincethe cash emmgand

the related job opportunities could contribute to detaining youths,thereby activatingthe area.

7. Study Schedule

The Study is to be dividedinto two (2)phases; namely, Phase i for `LMaster Plan Study of the
I77teg'Wed

PTlORrama71dSe[ec(I-onofRepresenta(iveA7ea(S)"andPhaseⅠⅠfor"Detai[StLJ4yfortheSe[ectedA7Ya(Sr:
Month I 2 3 4 5 6 7 S 9 10 ll l2 l3 1`暮

PーlaSeⅠ -::く-J｢.
L-.>p::.=1:..ンy-.1J.i.- ;L;≡望芦村会ミ宇=?i.こく垂:≠J:=≡レ;1i.I-;:-=:.'I､･≡i{1-孝三::■l/:':;苅!:_i:i

PhaseⅡ t■=二1.ILZEiLLT､;.tyi'.:.=d癒il.｣-1J-;.;=p.:.I;,;よ:ぶ:.:i-

lllll
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The Study on Integrated Watershed Management

and shall Sca]e lrrigat]'on Development Program in MaJawiLake-shore

l･ Study Area: salima Agriculture Development Division

2･ Responsib)e Organization: Miniitry of Agriculture and Imigation (MAI)
3･ Counterpart Organization: DepartⅡmt of Imigation under MAl

4･ CoJ)aborate Orgamization: DepartⅡ捻出of Land Resource and Conservation under MAl, and

Department
of Forestry under Ministry of Forestry, nsheries and Environmental

Affairs

4･ ProjectObjectives
ne
projectobjectives

are:

1)to rehabilitate watershed by means of soil conservation and socialafforestation,

2) to develop sustainable watershed throughsilviculturallysound management,

3)to develop small-scale irrigation in linewith the sound watershed management,

4) to increase agriculturalproducts for both food alld horticulture by the small-scale imigation,

5) to increase farmers'l income and create new agriculture related job opportunities･ whereby developing th.erural
area, and

6) to enhance the social capacity building on the course of the participatory plaming and the project
impl e me Ⅱtation.

5. Scope of the Study:

- TTo review related data/information and to carry out a baseline survey composed of cilviculture,

deforestation/forestation, soil erosion, ruralsociology, demography, in-migration and out-migration, farming

and pasturage practices･ agricultural inputs and products, post harvesting and marketing, etc･,

- To identify prospective small-scale imigation projects for both rehabilitation, extension and newly

established, taking into consideration bene広ciaries'participation,

- TTo formulAte a sound watershed management plan, on basis of participatory approach, encompassing soil

conservation, afforestation, re-afforestation, and cilviculture,

- TTo formulate a small-scale irrigation development, tllrOughparticipatoryplaming, in line with the sound

watershed managpmenl, and■ also to plan arural and agriculturaldevelopment including ruralroad, better

post harvesting and marketing,rural credit, agncultural supporting services, etc,

- To develop a integrated program of commmity naturalresources management and utilization, mainly

composed of watershed Ⅱ姐nagement and water resources development, and
- To evaluate the impact and feasibility of the program in terⅡ旭Of economical, financial, technical,

institutional, socio-cultural and environmental aspects, and hold workshop(s)with relevant stakeholders
in order to refine and disseminate the program･

6. Remarks

The Study area is located along the southern part of Lake Malawi･ T出s area is famous for cotton andrice

cultivalion･ ne watershed has been degraded due mainly to excessivefuel wood exploitation associated with

rapid population growth･ leading to soil erosion and degradation of water resources potential･ T山s program

undertakes an integrated approach between watershed, that is generating water resource, rehabilitation & sound

management and smalllSCale irrigation development to be realized in the downstream area. The
project

formulation･viewlng COmmmity natural resources management and utilization, is to be based on Participatory

PlarL皿ng･ Horticulture promotion, specially vegetables and fruits cashable, will be taken into considerationwith

its special atteⅡlio皿.

7. Study Schedule

The Study is lo be divided into two (2)phases; namely, Phase I for `Master Plan SbLdy of the
Inおgraおd Program

and SekcLion ofRepresentativeArea(s)
"

and Phase II for ∫.Detail Study for the SelectedAlアa(s)":

Month 1 2 3 4 5 6 7 S 少 10 ll 12

PhaseⅠ
l ■ l l

l l l l

PhaseII
I l

l l
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The Study otL Integrated Watershed CotlSerVation

and Rural DevelopneJ)t Program iJ)Lake Chilwa Basin

1. Sttldy Area: Lake Chilwa Basin

2･ Responsible OrgaJ]i23tJ'on: Mimistry?fAgriculture皿d hgation (MAl)
3. Cotmterp&rt Organization: AgriculturalPlamhg Divisionunder MAI

4･ Collaborate OrganizatioT): Dqpartment of Land Resource and CmseⅣation, Dqportmerrt of hgation

under M札amd Dq)artment of Foresbyunder Minisby of Foresby,

Fidleriesand EnvironmentalA氏血s

4. ProjectObjectives
The project Objectivesare:

1)to rehabilitate watershedthroughsoil conservadon皿d aLforestati皿, and to develqp sustainal)1e

watershed m皿呼ment taking into considqation environmentalcon光rVation forthe Lake Chilwa,

2) to s廿噛n socialpreparation of the nd population,thereby empoweringtheminplamingand
carrymg out dleir oⅥ屯rLHd血velopment

3)to generate nualpopul血占n'scash
income thoughbee keeping, cilviculttqe, improved agicultLqe,

irrigation,皿d crea血g agriculture related job opportLmities, dlereby activa血gtheruralue.a ct-ntly

s出cken by povedy,

4) to develqp small-scale irrigation,where possible, taking into c皿Sidemtion environmentalconserntion of

Lake Chilwa,皿d to enhance rain-fed aghculttqe, where no irrigation development available,through
rain-harvesting techniques, and

5) to enhancethe socialcapacity building onthe cotm of the participatory planning andthe project
implementation.

5. Scope of the Study:

- To review rel加d data/informadon and to carry out a baseline飢刀7ey COmPOSed of soil emsi皿,

deforestation/forestati-, cnvicultLue, nml sociology, demography,in-nlgrati皿auld out-mlgrat10n,

i:hrmhg皿d pasturage pracdces, agricul血inputs皿d products, post hzmesting皿d marketing, etc･,

To formulate comprehensive watershed conservatimand r∬aldevelopment program of the Lake

Chilwa Basin (socalled Master Pl皿),
To identifyprospecdvepilot projectsfor commmity development (villagebased development)takhg
into consideration benefic iaries'partlC IPatlOn,

To fTormulate a concrete rural development program forthe pilot project(s)encompassing; 1)
community naturalresotJrCeS management and uti1izadon main1yundertaking watershed management

and water harvesting, 2) cash income generation activities,3) education enhmcement, 4) water s1申Ply

and sanitation imfmVement, 5) and so fordt皿d

To evaltlate the impactandfeasibility of the program in terms of economical, financial, teclmical,

institutional, socio-culttdand environmentalaspects,and hold
workshop(s)with relev皿t

stakeholders in order
to
re血c and disseminatethe program.

6. Remarks

The Studyarea islocatedinsemi-arid region, and
its
watershed

has been degraded due mainly to excessive

fuel wood exploitatlOn, leading to soil肝OSionand degradadon of water resources potentialand giving a

environmentalthreat to die Lake Chilwa･ This programundertakesanintegrated ruraldevelopment

approach, based on Participatory Planning, associatedwithenvirorunentalcons肝Vation.

7. Study Scbedu)e

The Shdy is to be divided into two (2)phaBieS; namely, PhaLSe l for ''Master Plan Stu4v ofthe
I17tegnted

Pngrama〝dSelectionQfPi[otPrDjecI(s)"andPhaBieIIfTor`'Detai[SluLb,fortheSelectedPiTOtPTDJ'eCt(S)'
Motltb 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14

PhaseⅠ 事.萱拙 夢汚頭榊童塗智
-(.､⊃

^=≡雌き覇毒
H:軒醇賓i=Bz零蚕琶F竃窪与奪塁霊毎巨;~L

r

PhaseII ≡蓮琵i≡冒ぎ空ri;7;琵苔;≡地帯誉iぎ塵巧守覆萱璽腰雷≡i:電声望≡ぎ;醗;≡i='2ぎyjR;:i:芦塁i!
≡-T!暫冠i美jF諾夢盛藍;言霊冠覆壌酢帝

---- l
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The Study on Dematld Driven Small-holder lrrjgatiotl and
Rtlral Development Program in Blantyre Agrictlltt)re Deve)opment Diセision

1
･ Stt]dy Area: Bl皿tyre AgriCulttue Development Division

2･ Responsible Organi2atiozI: Minisby of Agricultureand I血gation

3･ Cot]nterpart Organi2:atioJ): Department of higation

4. ProjectObjectives
The dlOrt-term

Projectobjectives
are 1) toincrease agricultural products such as food皿d horticulture by

rehabilitabg and expanding existmg small-holder irrigatlOn SChemesand by developmg nevv small-holder
irrigation sch-es based onthe fameTS'demand-driven, 2) toincrease famers'income and create new

agriculture related job opportLmities, whereby improvmg rLml living-sta肥dard clmtly a氏1iated by

poverty,皿d 3) to activatethe血-awithcom血-itycapacitybuildingthrough血mers participation.
The long-term

projectobjectivesare;
1)to contribute tothe counby'sfood secwity, and 2) to conbibute to

the nationaleconomy.

5. Scope oftbe Study:

- To review relevantinfcmtion/data md rqports, and to carry out a baseline survey composed of

lⅢplemented and progr-ed pro)ects, ruralsociology, demography, current famng practices,

agricul加al inputs, agriculturalproducts, post hamesting and marketing,ruralin触structure,

topography, meteorology, hydrology, and others,
∴ To idemifyprospective small-holder irrigation projects

for bothFehabditation, extensio平皿d newly

establishe4 and to formulate comprehensive small-holder irrigation development皿d rural
development program,

- To carry out Participatory RuralAppraisaland identifyrepresentativeproject(s)taking.into

consideradonthe bcnefic血ies'winingness to participate,including not only O&M butalso cost

recovery fortheinitialinvestment,

･ To fmulate a concreterural developmmt programfwthe representativeproject(s)composed of

smdl-holder irrigation developmentwithits甲eCialemphasis and fTarmers own management of the

scheme, horticulttqe introduction, better血ming practice, rural road, post hamesting and marketing,

r∬alcredit, agriculturals叩pOrting services, etc.
,and

- To evaluatethe impactandthe feasibility of the representative small-holder irrigation project(s)
in

terms of costand b班efit, teclmologicalsoundness,institutional amgement and building, and

envirormentalimpact,皿d to
preparethe project implem皿tation pfOgraII1.

6. Remarks

The Study area is located at southem part of Malawiand one of die most POPulaticn densely areas･ The

Study applies Participatory RuralAppraisal(or ParticipatoryLeaning Approach), based on which
prospectlVe pro)eCtS are tO be identified takinginto consideration famers willingness

to
particIPate皿d

readiness fo bearnot only O&M cost butalsoinitialhvestment cost in cash oranother way such as labor

contribution･ ProjectDesign Matrix (orknownas Log-FrameinUSAlD) will be presentedthrough
workshop parhclpated by concemed oFICerSandthe beneficiaries, based on whichthe pro)ect cycle over

pl皿nmg,皿plementation, monito-g and evaluation is to be managed･

7. Sttldy Schedule

The Study is to be divided into two (2) phases; namely, Pha詑I for L'1dentijicationofS7nall-holder
I-'gation P7Vjecis and Formulation of Compnhe'zsive Rural Developme'7t Program

"

and Phase ll for

"Detail StzLL&for the Repnsentative Small-holder IrrigatL'on Pnjects and Fo7mulat7'on of the PTDject
Imp[ementqtion Png和m ":

MoJlth 1 2 3 4 5 古 7 8 タ 1¢ ll 12 13 14

PhaseI
至話題喜萱崖書表芦B1≧ji.き重罰

l

≡i;芳恩讃i語fi57き;tij芦.<】毒iu

l

萱肇妻ti;≧萱≡≡さ責:≡芋≡云完;誌:i;富豪;至喜寄≦堅烏i=王h7 ▲i二i】l:i蓋喜ぎ王事菖毒=l;ニぎ⊇;き三

l l

PhaseⅠⅠ ii勇i3;喜lj≦碧聖者艶書毘堅実∈Ez:nL1意害ji裏ii聖 裏喜;ii!喜葦葉栗≡監喜i講書≡皇
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The Study on Agricultural Marketing lmprovementwith FarmersI
･
Organization

Development in Egypt

1.Study Area:

2･Responsible Agency:

3.Counterpart Agency:

Behira, Dakahlia, Ismailia, BemiSuef, Mimia govemorate

Ministry ofAgricultu柁and Land Reclamation (MALR)
CentralAgencyfor AgriculttwalCooperation under MALR

4.ProjectObjectives

The short-termprojectlobjectivesareI)to diversifyandincreasecash crop cultivatingarea for expo,I as

well
as domestic consumption by iznprovlng marketing system and facilities based on the免rmers'

orgamization in accordancewith the privatization policy 2) to stabilizeandincrease血rmers'income and

create new?griculbralrelated job opportunities, whereby improving rural living-standard, 3) to activate
theruralcommunityby building throughLTarmers'participation.The long-term projectobjectivesare1)

to

contribute tothe pational equitable farmers'development, 2) to comibute to the country'sfood security, 4)
to contribute tothe balance of trading account,and 3) to contribute to the nationaleconomy.

5.Scope o†Work

-To review related governorate profi1esand to carry out a baseline sⅧⅣey composed of implemented and

programmed projects, institutionalframework,ruralsociology, demography,血rm economy, current

LTarmlng Practices, current marketing practices, ct-nt post-harvestmg practices, marketing

in丘astructure,ruralflnanCe, agriculturalextension services, and others,

-To carry out Participatory Planning and to idendfyprospective marketing projects
for institutional

renovations, building infrastructures, disseminatlng management Skills, taking Into COnSideration

fTarmers 'willingness to partlCIPate, including not only O&M but also cost recovery,

-to
formulate aruralnarketing development programcomposed of farmers'cooperative marketing

scheme on their ownmanagement, horticulture introduction, grading and packing fTacilities,stonng

facilities,agro-processing fTacilities,transportat10n, agricultt-1 exteIISion services,ruralcredit, tralnlng

program for project management and others,

-To
design the marketing projectsidentified,

to
evaluatethefeasibilityin terms of cost and benefit,

teclmologicalsoundness,institutional arrangement and Ienvironmentalimpact, and to prepare the

proJeCt implenentation program.

6.Remarks

The study is to fTocus on improvement of agriculturalmarketing especially f♭rthe small-scale farmers who

are not necessarily beneflted by the prevailing Privatization Policy in Egypt. Farmers are facing the

fluctuating market pnces to glVe them the negative impact of cultivatlng Cash crops such as horticulture,

while the large-scale farmers or agri-business flrmS en)Oy the benefit of free market economy. The Study

aims to propose a way for small-scale farmers to be benefited tllrOughmarketingactivities.
The Study firstlyfocuses on Participatory RuralAppraisal, based on which prospective pro)ectsare to be

identified taking lntO consideration farmers'willingness to partlCIPate and readiness to bear not only O&M

cost but also initial investment cost in cast-ranother way such as labor contribution･ Presumably the

projectsmay
be composed ofA mean to assure the projectsustainabilitywill be looked into in such way of

illtrOducing a Pilot Scheme in relevantarea.
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7.Study Schedule

The Study is to be divided into two phases; namely
Phase Ifor "IdentlfcationofMarketing

Imp710Vement

P7Vjects and FonmLlation of Rural
Development Program" and Phase IIfor "Detail Stucb,for the

Ma7*eting lmp7VVement and Formulation ofthe Pr10jectZmplementation
Pr10gram ":

Proposed Study Schedule

Month 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12

PhaseⅠ

PhaseII
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